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Ｊリーグの経営領域図～ビジョン2030に向けて



「理想のスタジアム」の４要件

◼アクセスが優れている

◼すべての観客席が屋根で覆われている

◼複数のビジネスラウンジやスカイボックス、大容量高速通信設備（高密度Wi-Fi等）を備えている

◼フットボールスタジアムである

※ 上記４要件については、将来的に義務化する方向で検討を続ける



「理想のスタジアム」推進施策

「理想のスタジアム」の４要件を満たすスタジアムを、
将来的に整備することをクラブが確約すれば、５年間の猶予期間を設け、
その時点で上位ライセンスの取得が可能（猶予期間中の昇格が可能）

１．猶予期間の設置

「理想のスタジアム」の４要件を満たすための抜本的なスタジアム整備を
行うクラブに対して、１クラブあたり上限1,000万円の補助金を拠出
（調査費および工事費が対象）

２．補助金制度の創設

※昇格後3年以内に具体的な整備計画の提出が必要
※併せて、スタジアム改修やトレーニング施設整備についても猶予期間を設置
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スタジアム整備補助金制度

クラブ名 セレッソ大阪 ヴィッセル神戸 サンフレッチェ広島 Ｖ・ファーレン長崎

補助対象
事業概要

スタジアム
大規模改修

(一部をクラブ負担)

スカイボックスの
増設

スタジアム整備
実現に向けた

調査研究

「理想のスタジアム」
4要件の

実現可能性検証

補助金申請額 1,000万円 1,000万円 1,000万円 1,000万円

交付額 1,000万円 1,000万円 1,000万円 1,000万円

2019年度は、以下の4クラブへの補助金交付を決定

※交付が決定したクラブは、2020年12月10日までに事業を完了し、Ｊリーグ宛に報告書を提出する
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Ｊリーグと全国５５クラブの新たな挑戦

../../../Videos/動画/20180514_ Jをつかおう_short.mp4
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事例紹介～えがお共創プロジェクト（発達障害の方に、旅とスポーツ観戦の機会を）



集める・発信する・みんなで誰かを笑顔にする



ホームスタジアムのある風景

ハレの場

✓ ワクワクしながら集まっている

✓ いいプレーを見られる

✓ きっと勝つ

✓ 仲間に会える

✓ 屋台がおいしい

ホームとアウェイがある場

✓ ツーリズム

✓ おもてなし

まちを良くしたい「当
事者」を増やしていく

まちを愛する場

✓ まちの歌を歌う場

✓ まちの名を何度も叫ぶ場

憧れの場

✓ 速い、強い、カッコイイ

✓ チームのために頑張る、あきらめない

発信・影響の場

✓ 来場者に知らせる

✓ メディアを通じて知らせる

✓ SNSや口コミで拡散

✓ サポーターが共感 → 増幅効果大

集う場

✓ 全国55のホームタウンで

✓ それそれ2週間に一度

✓ 2万人（J1）、7千人（J2）、2.4千人（J3）
が集う場

（女性 38%、60歳以上 12%）

プロスポーツの特徴を
活かしていく

自分のまちを誇りに思う人が増える



昇降フィールドのご紹介


